
1/7　景気ウォッチャー調査（令和２年５月調査）― 九州（現状）―

　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

一般小売店［生
花］（経営者）

単価の動き ・５月は母の日もあり、多くの来店客があった。その
上、新規オープンや会社への贈り物に多くの高額こ
ちょうらんの需要が伸びている。新型コロナウイルス
の状況下であるにもかかわらず、非常に売上が伸びて
いる。

◎

スーパー（統括
者）

販売量の動き ・緊急事態宣言解除前は、内食中心になり、客単価が
圧倒的に上向きになった。解除後も解除前まではない
ものの、客単価増による売上増加は、依然続いてい
る。

◎

住関連専門店
（従業員）

販売量の動き ・緊急事態宣言も解除となり、来店客数が多くなって
いる。また、外出自粛期間の間にたまった消費意欲の
反動や健康意識の高まりから、健康志向の商品を中心
とした購買動向もみられる。

○

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客数及び売上が最悪の前月に比べ、ゴールデン
ウィーク明けから徐々に回復がみられる。日常生活の
ための外出は増えていくが、一方、旅行やイベントの
外出は、まだまだ回復とまではいかない。

○
一般小売店［青
果］（店長）

お客様の様子 ・緊急事態宣言解除後、徐々に通りの人も来店客数も
増え、購入点数も増加している。

○

スーパー（店
長）

販売量の動き ・来店客数が通常より102％で推移している。粉やパ
スタ等の品切れが頻繁に続いている。一段落したこと
で、新型コロナウイルス需要も落ち着き、前年並みに
推移しているが、流れは若干変わる可能性はある。

○
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・学校が始まり、必要な用具や衣類の動きに変化が現
れている。

○

スーパー（総務
担当）

単価の動き ・実体経済とは違い、新型コロナウイルスの影響で、
当社の売上は前年同月比120％程度で推移している。
その内訳は、買上点数と客単価のアップであり、客数
が大幅に増加しているわけではない。

○
家電量販店（店
長）

単価の動き ・給付金需要が始まっており、客の購買意欲が非常に
高い。単価も前年を大きく上回っており、来店客数は
回復してないものの、それを十二分に補っている。

○
乗用車販売店
（従業員）

競争相手の様子 ・新車商談は少ないが、一方、中古車の需要は上向き
である。その要因として、各社の納期が不透明である
ため、中古車市場が活性化している。

○
住関連専門店
（店長）

販売量の動き ・時短営業ではあるが、店舗営業がスタートしたこと
で、状況は若干回復している。

○

その他飲食の動
向を把握できる
者［酒卸売］
（経理）

販売量の動き ・緊急事態宣言解除に伴い、業績は改善し始めてい
る。しかし、前年比８割ダウンから徐々に回復してき
ている段階であり、４月に続き５月も非常に厳しい状
況は変わらない。

○
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・緊急事態宣言解除後、少しずつではあるものの、動
きが出始めている。

○
通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・テレワークや外出を控えた影響で、光・モバイル通
信回線の販売件数が増加している。

□

一般小売店［鮮
魚］（店員）

お客様の様子 ・緊急事態宣言が解除され、気持ちは楽になっている
が、実際の経済活動では、飲食店の予約はほとんど
入っておらず、小売店では注文が少ない状態で嘆いて
いる。

□

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響は、簡単に説明できな
い。ただ、５月は４月より、買いだめや混雑等消費者
の動向も落ち着いている。青果は高値で、加工食品も
相変わらず品薄の商品が存在する。

□

コンビニ（エリ
ア担当・店長）

販売量の動き ・外食産業が休業している影響で、アルコールや総
菜、乾物が前年より若干売上がある。夕方から客足が
減り、20時には顕著に少ないため、客単価は上がって
いるものの、来店客数が伸び悩んでいる。

□
家電量販店（総
務担当）

販売量の動き ・地方の家電量販店は、新型コロナウイルスによる自
粛の影響も小さく、逆にテレワーク需要や巣籠り需要
の恩恵を受けている。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・５月11日の休業要請一部解除により、レストランは
再開したものの、以前のような活気は全くなく、新型
コロナウイルスの影響がいまだに続いている。

□
観光型ホテル
（専務）

来客数の動き ・新型コロナウイルスによる緊急事態宣言以降、客が
激減し、休館している。収入がゼロになっており、県
の補助金や金融機関の貸付けで過ごしている。

□
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・依然として、観光や宿泊を伴ったビジネス利用客は
少なく、ホテルでは５月まで休館が続いている。

家計
動向
関連

(九州)
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□

その他サービス
の動向を把握で
きる者（所長）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスによる外出自粛の影響で、貸し
会議室や宴会等の予約がない状況が続いている。受注
が３月より芳しくなく、短期に回復するとは考えられ
ない。

▲

商店街（代表
者）

それ以外 ・３～４月の売上は、取引企業の決算や年度初めの経
費等で、新型コロナウイルスの影響を受けずにまずま
ずであったが、今月の売上は大幅に減少している。さ
らに、来客数も減少し低迷している。

▲
百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・今後が心配で、買物することを不安に思う客が多く
なっている。購買マインドが出るまでには、時間が必
要である。

▲

家電量販店（広
報・IR担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響により、外出自粛による
客数の減少や時短営業、一部店舗の休業等のマイナス
もあるが、巣籠り消費やテレワークによるパソコンや
その周辺機器、テレビ、ゲーム等伸びている商品もあ
る。

▲

その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

来客数の動き ・来店客数の前年比は、大幅に減少しているが、店頭
で家庭用のコーヒー豆を購入する来店客数は前年比で
僅かな減少で止まっている。ホテルや飲食業の卸先へ
の注文が、極端に減っている状態である。

▲

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（統括）

来客数の動き ・燃料油の小売価格は、下げの傾向が続いていたが、
このところ下げ止まり感がある。５月は緊急事態宣言
が継続し、なじみ客は給油に来店しているが、当地へ
の観光目的の来店は激減している。また、販売数量及
びカーケア商品販売も前年より減少している。

▲

ゴルフ場（従業
員）

単価の動き ・新型コロナウイルスの影響で、３密となりにくいこ
とで、県内の来場者は順調に推移しているが、単価の
高い県外や国外からの来場者はなく、単価が上がらな
い。

▲
美容室（店長） お客様の様子 ・最近では、外出自粛解除により久しぶりに来店する

客がいるが、まだまだ用心している客も多い。

▲
設計事務所（代
表）

来客数の動き ・新型コロナウイルスによる影響で、新規客の問合せ
が減少している。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスによる外出自粛の影響で、外出
用の衣服購入をする必要もないため、来店客がなく売
上もない。

×
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で外出自粛になり、商店
街の来場者はまばらにしかいない。また、各店舗は時
短営業をしており、商売になっていない。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・４月中旬から５月まで、商店街の客はまばらであ
る。緊急事態宣言解除以後、少しずつ客が戻ってい
る。

×

商店街（代表
者）

来客数の動き ・ほとんどの業種や組合では、５月は４月以上に自粛
が続き、来街客数や売上、単価全て減少している。新
型コロナウイルスの影響を受け、商店街は非常に厳し
い状況である。

×
商店街（代表
者）

それ以外 ・悪くなっている原因は、新型コロナウイルスの影響
である。

×
一般小売店［精
肉］（店員）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で、飲食店向けの販売量
が著しく落ちている。

×
一般小売店［食
料雑貨］（店
員）

販売量の動き ・営業自粛要請解除になっても、飲食店に客足が戻ら
ない。３密を避けるため、ふだんの生活に戻るには、
かなり時間が必要である。

×

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、周囲の店が休業して
いるために人の動きはほとんどなく、営業はしている
ものの、今月の売上はほとんどない。新茶時期のため
仕入れはしているが購入がなく、今まで経験したこと
がない深刻な状態である。

×
百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・緊急事態宣言が解除され、当施設も一部を除き営業
再開をしたが、街への外出がなく、飲食テナントは壊
滅的な状況である。

×
百貨店（企画担
当）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響により、景気の悪さは顕
著である。

家計
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×

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・５月中旬に食品フロアと通信販売のみの営業から、
時短営業での全館営業開始をしているが、依然、街を
含め活気が戻っていない。店内でも、目的買いが終わ
ると帰宅する客が多く、店内回遊が減少している。一
方、通信販売での物産催事は、臨時休業期間を含め好
調である。また、営業再開で行っている感染防止対策
の販売スタイルは、来店客の反応も良好で、中旬以降
紳士や婦人衣料雑貨の自家需要商材を主に、客単価や
商品単価共に順調に推移している。

×

百貨店（営業担
当）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響で、３か月前より非常に
悪い。緊急事態宣言の解除後は、感染対策をしながら
時短営業で再開し、客には喜んでもらっている。明る
さが戻ってきていることを肌で感じている。

×
百貨店（販売促
進担当）

それ以外 ・新型コロナウイルスの影響で、店舗が臨時休業にな
り、危惧している。

×

百貨店（売場担
当）

競争相手の様子 ・全店の２月売上は前年比96.0％、４月の売上は前年
比44.0％、今月の売上見通しは前年比49.1％である。
５月中旬から全店で、時短営業しており、食品は前年
比８掛けで推移、また、衣料品はそれぞれの店舗で45
～60％の状況である。３密になる売出しや北海道物産
展は、中止になっている。

×
百貨店（プロ
モーション担
当）

販売量の動き ・長引くことが予想される新型コロナウイルス不況の
真っただ中にあり、日用品以外のぜいたく品は消費が
伸びない。ブランド退店も幾つか発生している。

×

百貨店（売場担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染拡大により、不要不急の
外出が自粛され、店舗も時短営業や臨時休業、イベン
トや催事の中止等の要因で、入店客数は大幅減少と
なっている。

×
スーパー（店
長）

販売量の動き ・食品の売上は、総菜関係が減少しているものの伸び
ているが、衣料品等非食品は大きく落ち込んでおり、
全体的に厳しい状況になっている。

×

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・最近の動向では、客単価は２けた上がっているが、
来店客数が大幅に落ちている。原因は、外出自粛の影
響で人の動きがなくなっていることにある。特に、街
の店では、売上が悪い。一方、郊外の店はまずまず
で、買いだめできるカップ麺等加工食品や日配品の弁
当、保存性の高い商品に需要がある。

×

コンビニ（経営
者）

それ以外 ・新型コロナウイルス感染拡大防止による行動の制限
や心理的な買い控えで、必需品以外の販売は、大幅に
減少している。その影響を受ける観光業や飲食業、ま
た、エンターテイメント、タクシー等の利用減少は、
商業都市中心部で客数前年比70％、売上前年比80％で
ある。

×
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・ゴールデンウィークは、特に客数が大幅に低下し、
売上が減少している。原因には、外出自粛の影響が大
きく、最悪の状況に陥っている。

×
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスのワクチン開発のめどが立たな
い状況のため、人の動きが戻らず、来店客数が改善し
ない。

×
コンビニ（店
長）

それ以外 ・まだまだ新型コロナウイルスによる影響を受けてい
る。

×
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、客数が半分を切る状
態が続いている。景気状態より疫病の怖さが人々の動
きを止めている。

×

衣料品専門店
（取締役）

それ以外 ・複数店舗があるうち、大規模施設内の店舗では、休
業要請により休業していたが、他の店でも自主的に営
業自粛していたため、５月の営業日数は少なくなり、
また、外出自粛も多く、売上が非常に厳しい状況であ
る。加えて、給付金が間に合わず、固定費だけが発生
する恐ろしい月である。

×
衣料品専門店
（総務担当）

それ以外 ・来店客数、販売量、単価、客の動向全てが最悪の状
況である。

×
乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、新規来店客数は大き
く減少している。

×

乗用車販売店
（総務担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、極端に来店客が少な
くなっている。当社も大規模イベント実施を自粛した
ため、集客が難しく、新車販売台数が大幅に減少して
いる。

×
住関連専門店
（経営者）

それ以外 ・５月後半に緊急事態宣言解除になっているが、客足
はまだ戻らない。都市部でのキャンペーンもできない
状態で、売上が大幅に落ちている。

家計
動向
関連

(九州)
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×

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（支配人）

販売量の動き ・当県では、新型コロナウイルスのマイナス影響が、
少ない方ではあるが、過去に類をみないほどの厳しい
状況である。緊急事態宣言の出たゴールデンウィーク
期間と比較すると、現在は前年比80％程度までは回復
しているが、個人商店等、体力のない企業のギリギリ
な状況は変わらず、早期支援策の実施を希望する。ま
た、施設に関連する広告やイベント代理店も危うい状
況に陥っている。

×

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（統括者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、全てに動きがない。
営業自粛等もあり売上が立たない。

×
高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・５月に緊急事態宣言の発令があり、店では、客がい
るときのみの営業で、それ以外は休業をしていた。ど
うにもならない状況である。

×
高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・自粛が始まってからは、人が通らないため、来店客
が全くない。弁当や総菜を出し、従業員を減らす等の
対策をしているが、店の存続の瀬戸際である。

×
スナック（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、営業になっていな
い。

×
居酒屋（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、早くから営業を自粛
していたために、売上がない。緊急事態宣言解除後
は、客足が戻ることもなく、今に至っている。

×
観光旅館組合
（職員）

来客数の動き ・宿泊施設が感染拡大防止のために、ほとんど休業し
ており、客足がほぼゼロの状態である。

×

観光型ホテル
（総務）

来客数の動き ・運営しているホテル内のレストランや売店への来客
が、昼間は若干戻っているが、夜は依然として閑散と
している。外出自粛が解除されても利用客は、特に夜
の行動を控えている。

×

旅行代理店（従
業員）

それ以外 ・緊急事態宣言解除後も当分の間、観光客は戻らな
い。６月もカウンターはクローズ予定である。県をま
たぐ移動の解除を待ち、３密対策の準備に懸かってい
る。また、海外はしばらくは戻らない。

×
タクシー運転手 来客数の動き ・緊急事態宣言が解除され、営業を開始している店が

増加し、タクシー利用も若干復活をしているが、利用
は少なく、売上も上がらない。

×
タクシー運転手 お客様の様子 ・外出自粛と県外への移動自粛で、タクシー予約がほ

とんどない状態が続いている。

×
タクシー運転手 それ以外 ・全国的な緊急事態宣言があり、新型コロナウイルス

の影響をもろに受けている。言葉が出ないほど、非常
に厳しい状況になっている。

×
観光名所（従業
員）

来客数の動き ・緊急事態宣言が解除になっているが、客足が動かな
い。他県ナンバーの車が走っていると地域住民として
は、まだ良い気持ちにはなれない。

×
競馬場（職員） 来客数の動き ・無観客での営業をしているため、景気は低迷してい

る。

×
美容室（経営
者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で客の行動が制限をされ
ているため、来店客が減少し、景気回復が非常に遅れ
ている。今が底である。

×

その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス予防として、客へのサービスを
キャンセルする状況が多発しており、前年比でも大幅
減となっている。

×

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フィッ
トネスクラブ］
（営業）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響やワクチン、治療薬の開
発承認等見通しがついていないことで、売上が伸びな
い。

×
設計事務所（所
長）

来客数の動き ・市内の観光地に観光客の姿がなく、夜の飲食街にも
人がいない。

×
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・受注に関して、前月とほぼ変わらないが、新型コロ
ナウイルスによるイベント中止や展示場閉鎖で、客の
動きはかなり減少している。

×
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・完成したマンション販売をしているが、新型コロナ
ウイルスの影響で来場者や問合せが少なく、３か月前
より販売が落ちている。

◎ － － －
○ ＊ ＊ ＊

家計
動向
関連

(九州)

企業
動向
関連

(九州)
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□

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、食品関係の取扱が大
幅に減少している。通信販売関係が好調なこともあ
り、段ボール等は増加傾向ではあるが、増加傾向にあ
る荷主はごく僅かである。

□
経営コンサルタ
ント（社員）

受注量や販売量
の動き

・新しい動きが、全く見られない。

□
経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

受注量や販売量
の動き

・５月は、３月決算法人が非常に多いため、仕事量が
年の中で一番の繁忙期に当たる。そのため、前年度と
比較しても同じような売上が確保できている。

□
経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・取引先に業務状況を確認すると、大半の客がビジネ
スを十分に推進できていない。

▲

農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、５月の売上は計画に
対して70％の見込みである。４月は、居酒屋やレスト
ラン等外食向けが厳しく、客によっては前年比20％の
店もあり、非常に苦戦している。冷凍食品メーカーや
スーパーマーケットの納品は、前年を上回っている。
輸出に関しても厳しい状況であるが、香港を中心に何
とか前年並みで動いている。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、受注の減少が多くみ
られる。

▲
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・貿易量の大幅なダウンにより、受注が減少してお
り、客の動きが悪い。

▲
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・営業訪問ができないため、電話やメールの営業にな
り、営業しづらい状況である。客も仕事量が減少気味
で、価格も厳しい。

▲
輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス感染症拡大による影響が大き
い。新規感染者数の減少で、荷動きが少し回復してい
るものの、依然厳しい状況が続いている。

▲
通信業（経理担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響が出始めた３か月前より
も、事態が深刻化している。

▲

その他サービス
業［コンサルタ
ント］（代表取
締役）

取引先の様子 ・５月に入り、市町村からの調査・計画や建設関係の
委託業務の発注が少なくなっている。特に当市からの
設計業務委託の発注がない。新型コロナウイルス関係
で、施設工事関係の予算を休業補償等の予算に回して
いるという報道もあり、予算執行が保留されているの
ではないかと危惧している。

×
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・飲食店や旅館では、新型コロナウイルス対応でここ
２か月ほど翻弄されている。当社の調味料も納入量が
減少している。

×

繊維工業（営業
担当）

競争相手の様子 ・同業者は仕事がなく、マスクや防護服を生産してい
る。慣れている仕事ではないために苦戦を強いられて
いる。また、マスクの生産は終了になり、防護服の生
産も長くはないため、今後が懸念される。

×
家具製造業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・ホテル向け家具の需要は、６月以降ほぼゼロとなっ
ており、ホテル自体が売りに出ている状況である。

×

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で、受注関係が完全に止
まっている。雇用調整助成金を活用しているが、受注
がないために生産ができない状態で、売上が前年比２
割もないのではと危惧している。産地全体の回復も皆
目見当が付かない。

×
金属製品製造業
（事業統括）

取引先の様子 ・緊急事態宣言により、取引先が工事中断を余儀なく
されている。新規案件もテレワーク状態により、停止
している。

×
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・主要取引先からの受注が落ち込んでいる。

×
電気機械器具製
造業（取締役）

取引先の様子 ・最近になり、ようやく取引先現場への立ち入りが認
められるようになったが、多くの需要があるという状
態ではない。

×
その他製造業
［産業廃棄物処
理業］

取引先の様子 ・緊急事態宣言が解除になったが、受注が少なく、稼
働していない工場が多数見受けられ懸念している。

×

建設業（社員） 競争相手の様子 ・２～３月に６件の注文を受けたことにより、現在は
暇ではないが、同業他社では、早急に官公庁の工事が
出ないと深刻な状態になる。発注予定の発表はある
が、まだ、発注までには至っていない。

×

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・緊急事態宣言が解除されたが、新型コロナウイルス
感染拡大が尾を引き、百貨店やホテル、飲食店等の売
上が大幅に減少している。また、国内のイベント等が
徐々に営業再開しているものの、経済活動や市民生活
の不安感は解消されていない。

企業
動向
関連

(九州)
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×

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・飲食店や旅館、ホテル等サービス業では、新型コロ
ナウイルスの影響による廃業や事業縮小の動きが顕在
化している。金融機関の資金繰り相談受付件数も増加
している。

×

金融業（営業） 取引先の様子 ・ほとんどの業種で業況は、かつてないほど悪化して
いる。資金繰りに支障を来し、セーフティネットを利
用するために、初めて銀行に来店する客が増加してい
る。

×

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・中小企業や中小事業者、特に飲食業は、新型コロナ
ウイルスの影響を大きく受け、緊急事態宣言解除後の
客足はほとんど伸びておらず、苦戦を強いられてい
る。全体的に売上前年比が50％以上落ちており、悪い
状況である。

×

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、業績が悪化した企業
から、資金を手厚くしたいという融資相談案件が４月
以降増加している。実際に、大型設備を検討している
企業から、一旦大型設備を停止し、手元資金確保のた
め、長期運転資金の借入申出の要請があった。

×
新聞社［広告］
（担当者）

取引先の様子 ・新聞広告の落ち込みが激しく、旅行観光業の客の状
況が悪い。

×
広告代理店（役
員）

受注量や販売量
の動き

・客のコミュニケーション投資が減少しており、回復
の兆しが見えてこない。

×
経営コンサルタ
ント（社員）

受注量や販売量
の動き

・２月の卸や小売店の売上は、前年比101％アップで
推移していたが、４月には47.1％、５月は42％と落ち
込んでいる。

×

その他サービス
業［物品リー
ス］（支社長）

取引先の様子 ・緊急事態宣言による自粛要請の影響で、リーマン
ショックを超える経済危機である。４～５月では、取
引先の多くは生き残れそうであるが、数件支払猶予の
要請もある。６月以降、前向きな投資が控えられる可
能性が高く、第２波があれば、事務所閉鎖等、終わり
がみえない。今回影響が少なかった客もいるが、次年
度以降、公共工事の予算削減等で、影響を受ける可能
性があり、財布のひもは厳しい。

◎ － － －

○

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・新型コロナウイルス感染拡大防止策による自粛の影
響は深刻であるが、同時に、テレワークに代表される
ような働き方が、これからの仕事を大きく変えてい
き、また、マイナンバー登録やリモート講義等これま
でにはなかった生活様式や考え方も、将来的には新型
コロナウイルスで影響されたマイナスを相殺すると考
えている。

□ － － －

▲
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は前年比約30％減の状況であり、小売やサー
ビス業の休業が大きく雇用に影響している。

▲
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数の減少は、産業全般にわたっており、前
年比37％以上である。しかも、９か月連続で減少して
いる。

×
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人は、中心地から悪くなっている。求人数は、前
年比30％まで落ち込んでいるが、郊外エリアでは、
70％の落ち込みである。

×
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・新型コロナウイルスの影響もあり、求人の動きが鈍
く、今後の運用についても検討する企業が増えてきて
いる。

×
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、従来どおりの新規の
営業ができないことや、企業も人材の採用意欲が停滞
している。

×
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・ホテル関係の人材提供をしているが、新型コロナウ
イルスの影響により、５月は全く稼動していない。

×

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・注文数が３か月前から減少しており、職種によって
は、退職者が出ても補充しない企業もある。一方、求
職者については、求人に対する問合せが若干増えてい
る。

×
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・６月末で更新をせず、契約終了を申し入れられる派
遣先や、上期までは更新するが、下期は未定である企
業もある。

×
求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・新型コロナウイルスによる緊急事態宣言の影響で、
企業活動が停滞している。したがって、求人マーケッ
トが極端に冷え込んでいる。

企業
動向
関連

(九州)

雇用
関連

(九州)
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×

新聞社［求人広
告］（社員）

周辺企業の様子 ・５月は在宅勤務のために、営業活動ができない企業
が多い。飲食店も緊急事態宣言解除まで閉店が多く、
経済全体が動いていない状態である。交通機関では、
特に昼間の乗客は少ない。

×

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・３か月前と比べると悪くなっており、前月との比較
では、横ばいである。新型コロナウイルス感染拡大対
策である緊急事態宣言以降から、景気は悪い。現在、
緊急事態宣言は解除されたものの、消費行動は下火の
ままである。新聞広告やチラシも低調である。

×
学校［大学］
（就職支援業
務）

求人数の動き ・新型コロナウイルスの影響により、採用を一時中断
する企業や、採用人数を減じている企業が発生してい
る。

雇用
関連

(九州)


